
1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

福岡５ AIを活用した薬品注入の運転支援

2 課題の詳細

求める技術：①

福岡市

浄水処理には薬品を注入する業務があり、薬品注入量の判断は、原水の濁度やPH値など様々な要

因に対する職員の経験に基づいて行われていることから、豪雨などによる急激な濁度上昇時の対応

等については、経験の浅い職員では対応が難しいものとなっています。

薬品注入量の設定については、ベテラン職員がこれまでの経験に基づいて蓄積したノウハウから

判断することが多く、今後、ベテラン職員が退職などにより不在となった場合、経験の浅い職員で

は、判断に時間を要すなど、将来的な対応が困難になることが懸念されています。

 AIにベテラン職員の経験による注入実績を学習させ、注入量の予測値を算出することで、経験の

浅い職員を支援する技術

想定される技術：AIを活用した薬品注入量の予測機能 など


